
 

2022 年 11 月 28 日 

各 位 

会 社 名 ア ン ジ ェ ス 株 式 会 社 

代表者名 代表取締役社長 山 田  英 

（コード：4563 東証グロース） 

問合せ先 広報･IR グループ 

https://www.anges.co.jp/contact/ 

 

 

MyBiotics Pharma Ltd.発行の転換社債引き受けに関するお知らせ 

 

 

当社は、イスラエルのバイオテク企業である MyBiotics Pharma Ltd.（以下、「MyBiotics 社」とい

う）が発行する転換社債の引き受けを以下のとおり決定いたしましたので、お知らせいたします。 

なお、本件は、東京証券取引所の定める適時開示には該当いたしませんが、当社が有用な情報であ

ると判断したため、任意開示いたします。 

 

１．転換社債の概要 

発 行 企 業 MyBiotics Pharma Ltd.（イスラエル：代表者 Didi Daboush） 

引 受 金 額 500,000 USD 

送 金 実 行 日 2022 年 11 月 28 日 

資 金 使 途 研究開発費用 

転換後の株式の種類 転換時における発行済み株式のうち最も優先度の高い株式 

 

２．MyBiotics 社について 

MyBiotics 社は、世界的に高い注目を集めている体内の微生物の生態系であるマイクロバイオ

ーム（微生物叢(びせいぶつそう)）の研究において、次世代の医薬研究開発分野のパイオニアで

す。 

同社は、世界に先駆けて腸内細菌を含む常在菌を、構成する様々な種類の菌の存在比を維持し

た上で培養・製剤化し、その品質や腸内における生存率及び生着率を向上させる技術を開発して

います。これは、マイクロバイオーム医薬の実用化に必須の重要な技術であり、同社はマイクロ

バイオームの事業化競争において高い優位性を持っています。すでに、同社の開発製品パイプラ

インの中で胃腸疾患や婦人科系疾患については大手製薬企業とライセンス契約を締結して製品化

を目指しています。同社が抗生物質治療後の再発性及び重症クロストリジウム・ディフィシル感

染症治験薬として開発を進めている MBX-SD-202 は、2022 年１月にイスラエルにおいて健康なボ

ランティアを対象とした第Ⅰ相臨床試験を終了し、良好な結果を得ております。 

同社は、今回の転換社債による資金調達によって得た資金で、同開発品の米国における前期第

Ⅱ相臨床試験の準備を進めていく予定です。 

 

３．今後の見通し 

本転換社債の引き受けによる 2022 年 12 月期の連結業績に与える影響は軽微です。今後開示す

べき事項が発生した場合には、速やかにお知らせいたします。 

当社は、今回の転換社債の引き受けによって、MyBiotics 社におけるマイクロバイオーム医薬

品の研究開発をサポートするとともに、将来のマイクロバイオーム医薬品の導入を検討してまい

ります。 

 

以 上 


